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ウドシコ菌科の一新嵐

伊藤誠哉

ー・‘・回目回目凶旧日回目‘苅也、、.........-.-. 

A NEW GENUS OF ERYSIPHACEAE. 

SEIYA !To. 

頃日原揮結君予民主主るに歩ドシコ菌の珍種を以てす、就きて之れを精査し途

に新属たるを確め敏文を以て汎〈皐界に接表せんと欲するに先ちままに明か本科の

分類梗概を録して本菌を新麗となせる所以を設かんとす。

抑今本科に属する菌類は其牙布極めて虞況にして夏秋の候路傍の雑草（才ホ

バ:r.ミチマナ等等〉或はパラ等の葉上に寄生し白色恰かも錨舗の粉末を散布せ

るに似たれ依って邦名を歩ドシコ菌と命ぜられ或は白溢菌、粉病菌等の稽呼あ

れ夏期』t於ける白粉は多〈本菌の蕃殖時代にして之れを分生胞子時代と稽す、

該時代は菌綜よ b絞生せる一個或は数個の薄膜無色の胞子よ ！， 1l b其形精固形或

は園柱形又は根棒股等の諸形を有し嘗つてはー濁立の菌種と認められ Oidium在

る属名を以て之れを呼ぴたれ天寒きに随って凌多の装置をなし白色菌繰唐中氏

肉眼善〈認識し得ぺき小黒黙を生ず．之れ即ち本菌の被子器〈ー名子嚢殻）にし

て内民子嚢を包合し子嚢中に子襲胞子を識す．被子器は無口にして其表面に特有

志る形態を有する附属器を有し子嚢胞子は無色lとして草胞な b。

病徴女日斯顕著まるが矯めに夙に皐者の注意を惹き其研究深甚を極U、今就中

重要なる二三の研究を記し本科分類の大綱を探らんに 1851年L品veillる氏は本科舟

類に基礎的記述を奥へ本科を大別して二匿と在し第ーは被子器中に子嚢一個を合

有するものにて内に Podosphaera,Sphaerothecaの二属を牧め第二匝は多子嚢を

有するものにし℃ Phyllactinia,Uncinula, Calocladia及び Erysipheの四局を牧

む、但し Calocladia1lる属名は直もに氏自ら訂正し Microsphaeraと在せれ而



S. ITO: A NEW GENt{S OF ERYSIPHACEAE. 199 

して各属の分類は附麗器の性質に依bて之れを行へれ降って 1899年 Palla氏

Phyllactinia の吸根は他諸麗の菌に於て寄主植物表皮細胞内氏形成せらる、と異

なb表面菌耕、は気孔を通じ葉肉細胞に至bて初めて之れに入るを認め弦に本科を

分ちて二E科と在し PhyllactiniaをPhyllactineae他諸島をErysipheaeとなすに

至れれ翌 1900年 Salmon氏本科の牙類誌を公にし境〈各園よ b材料を蒐め精

細なる記載を試み本科の分界を明かにし Cooke氏の Saccardia麗は施子に縦横

の隔膜あるを以℃本科よ b除外し Peck氏の Erysibella属 Saccardo,Spegazzini 

雨氏Q)P laeochaeta麗等は他麗の未熟なるものに就Sて記載せられたるもの在る

が故に之を創除L残鈴の麗即ち .Leveille氏の記せる大麗を二亜科に分ちて記述せ

れ賓に本誌は本科牙類に劃して一新紀元を輿へたるものと謂ムペL0 

突に翌 1901年 Neger氏は本科諸種の研究を試み遂に成熟せる被子器の脱落

性在るや否や其脱落の方法並に被子器上下部細胞の相違等の諸黙に注意し全科を

四生態群に牙ち一新属 Trichocladiaを創定せれ TrichocladiaはdeBary氏が害

って Erysiphe麗の亜麗として記せるものなるが氏は其被子器上下部細胞の差違

に依bて濁立せる一層となせれ然れ共直ちに翌年 Salmon氏は Neger氏の Tri-

chocladia在る麗は Microsphaera属と明かなる店別をなし得る属に非らずとなし

今日本属名は多くの菌皐者の是認せぎる所と在れ K 1906年 Salmon 氏は従来

Erysiphe taurica と稽せし菌の研究を行ぴ一般歩ドシコ菌が表面寄生をなすに反

し本菌は寄主植物体内に生育繁殖し後初めて体外に出てL芳生胞子及び被子器を

生ずる乙とを明かにしままに一新亜科Oidiopside却を作 bOidiopsis属を牧めた b0 

本年三月津田粂吉氏豪語手農事試験場特別報告第九競に於て“分生胞子時代よ

b観たる粉病菌科”なる論文を公lこす、就主て之れを見るに従来本科の分類は共

子嚢時代にのみ重Sを措Sたるに反し牙生胞子時代よ b分類を企て分生胞子の草

生或は鎖生及びフ4ブ、ロシシ体 Fibrosinkorperの存否等re注意し研究の末遂に子

嚢時代よ bの分額が大腫に於τ之れと相一致するものなるを確めた 9.抑φフ4

プロシシ体とは 1887年 Zopf氏が初めて歩ドシコ菌卦生胞子内に見出したるもの

にして其形極めて種令あ9.或は園板抗、皿股なるあb或は園筒股なるあ bて光
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線を屈折するz.t弱〈濃硫酸に少しく溶解するも瞳酸．硝酸、酸化銅アンモユア、

苛性加盟に溶解せずして加温苛性加里並に湯によ bτ膨脹し沃度、 i画精、エーア

Jν、クロ、ホノVム、オスミユーム酸、アニ 9ン色素に反隠せぎる一種の表水化物

の貯蔵物質たるな b.而しτ氏iま本論丈中に宮部博士創定に係る Sawadaeaなる

一新麗を公にせれ本属は4タぜカ内デに寄生する Uncinulaaceris (DC.) Sacc. 

を新麗となせるものにして本菌は極め℃分布庚汎、従って諸種の菌皐書に詳記せ

られ何人も普く其性質を知るが故に大に吾人の注意を惹主たる露なれ其新属た

る所以は普通の Uncinula属の菌と異な b附属器が被子器の上位よ b生じ多〈は

雨又又は三叉舟枝を替む乙と及び舟生胞子は鎖生にし℃フ々ブロシシ体を合み

Podosphaera ，ζ縞して Uncinulaと異なるが矯めな bとす。
以上記する虞を通覧せば現時本科に属する麗11Sawadaeaを合算して八麗と

t.c b之れを三亜科に分劃せらる、を知るべし、今之れが分類検索表を記3ば突の

如し。（分生胞子に就きては津田氏に依る）

I. 菌綜は常に表生或は字表生一…－…・・…－－－…－－………・…一...・H ・－－－ 2. 

菌縁は初め内生………...・H ・－－…－…・・・…・．第三亜科 Oidiopsideaer o. 

2・菌綜は表皮細胞内に吸根を入る…－………第一亜科 Erysipheae 3・

菌綿は気孔よ b入 b葉肉細胞に吸根を入る．．．．．

．第二亜科目yllactineae 9・

3・子嚢は被子器中に一個、分生胞子鎖生、フ4ブロシシ体を有す．．． 4・

子嚢多数 ・・H ・H ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5・

4・ 附属器底生．好枝せず・・・H ・H ・.....・H ・.....・H ・....・H ・.Sphaerotheca 

附属器規則正しく分枝す．．．－一…・・……－…－………..Podosphaera 

5・附属器分枝せず・…－…－－…....・H ・...........・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・. 6. 

附属器規則正しく卦技す....・H ・－－…・……...・H ・.............・H ・...・... 8. 

6. 附麗器の尖端渦肢に捲曲せず・・・・H ・H ・...~.・ h ・－－－……・・・・…・・・……－ 7. 

附麗器の尖端渦肢に捲曲す、分生胞子草生．フ4ブロシシ体を有

せず…－－…－－…－…...・....一…・…ー……・・…・……－－－…….Uncinula 



S. ITO: A NEW GENUS OF ERYSIPHACEAE. 

7・ 附属器は菌耕民類似し、舟生胞子鎖生、フ4ブロシシ体を有せず

.... Erysiphe 

0000000 

8. 附属器雨叉叉iま三叉tとして尖端渦朕捲曲．舟生胞子鎖生．フ4ブ

ロシシ体を有す・・・H ・H ・H ・H ・.....・H ・－－…・・・……………….Sawadaea 

附属器は蓮績又肢分枝をなし．好生胞子車生、 '7,tブロシシ体を

有せず・・・・・・・－－－－－－－－－…...…・・・…－…－－－…・・・・・…－－－…..Microsphaera 

9・ 附属器鋭尖にして基部膨大、分生胞子草生、フ4プロシシ体を有

せず ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・………………………Phyllactinia

IO・ 附属器は Erysiphe麗に同じ、芳生胞子草生、フ4ブロシシ体を

有せず・・・・・…－…ー…・・・…－一－－－…－…－－－－－－－－－－…・・・……....Oidiopsis 
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是』t依 bて是を見れば本科の分類は寄生の方法、子嚢並tζ附属器の性質に依

bて卦類を企て之れに芳生胞子の性質を加味すべきにあ b、今弦民一新麗として

更に之れに加へんと欲するものは吸根を寄主植物表皮細胞内に入る、慮のもの即

もErysipheae亜科に麗するものにて子嚢多数、附属器は前記各麗の何れにも符合

せずして梶棒肢をなせるものた上故に前記検索表 70印の部t乙＂附属器は梶棒

獄、分生胞子未詳.........Typhulochaeta”在る丈字を填充せんと欲するものな上新

属名Typhulochaetaは原氏と共に其附属器の形状普く捨子菌の一層 Typhulaの生

殖体に類似せるを以て命名せる慮たれ而して種名も亦原氏と共に T. japonica 

となせk 今Jf9Pか本菌の性肢を略述すれば次の如L0 

本菌はコナラ Quercusglanduliferaの葉裏に寄生し白色の菌叢を生ず、其菌

赫は無色にして隔膜を有す幅 3-4・5/1あ ！， ＇其表面に多数の小位散在す、該小柱

は水、酒精、苛性加里等に不溶解在 bと雄温水或は鍍酸に依bて容易に溶解す、

菌綜各慮よ b扇卒者る突起を生ず之れ本菌の附着器にして其縁謹に凸凹を具ふ、

吸根は表皮細胞内氏形成せられ其形球形左上被子器は此菌叢中に散在し其形球

形叉は扇球形を左し宜径 120ー 200μ其被膜細胞の大苫 10-20μにして上下竿部の

構造に著しS差遣を有せず、（第三園〉被子器の上端に近く多数（90ー 160）の附属
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器群生す、（第一、二園〉其形視棒肢にして無色45-65μ の長3を有す幅 10-15μ

攻仁被膜極めて厚〈中央に原形質ゐ細綜朕をなして残存するを認U、（第四園）

附属器の尖端は水中re於ては著しからぎるも苛性加里又は鎮酸中氏於て著しく粘

液化するの性を有し粘質物中に原形質細縁の黙φ散在するに至る、被子器内部に

は5ー 13個の子嚢を有す、其．形卵形又は楕固形にして基部に小柄を有し頂部薄膜

攻上内に八個（稀に六個）の子嚢胞子を識す、（第五国）其形固柱形又は楕図形

にして無色又は淡黄色、頼粧lζ富み 18-36×12-18μ 在9.而して本菌に属する

分生胞子時代は未7さ詳か在らず。

本菌l立原氏郷里l岐阜職恵那郡川上村に於τ本年十月並に十一月比採集せられ

たるものにし℃未だ他の産地を明かにせず。

退いて本邦に於ける本科の研究の跡を探るに Salmon氏は数同に亘bて日本

産ウドンコ菌を接表し三宅市郎氏は桑の表白櫨病菌 UncinulaMoriを記載し津田

粂吉氏亦精細なる碗究あ 9.之れ等の人｛，－の研究に依b本科己知種は三拾有九種

に昇 b各属を代表せるもの L存在するを知らる、而して本科の菌類の各部に於け

る性質は比較的麺化性に富むと躍も只其附麗器は善〈其性を保有し本科分類の重

要黙たる乙とは巳に業lと一般皐者の認識する蕗たれ只其附属器の観察は充分成

熟せるものに於きて行はさfれば意外の誤謬に陥る乙とあ久前記の如〈本菌附属

器の性質の極め℃特殊なる黙は優に新扇たらしむるの債値を表示するに足ると蜂

も未tl熟せざるものに非らぎるかとの疑問を起し再び原氏を煩はし落葉上の本菌

標本を得て精検し其性の襲化せぎるを確めた k 街 Phyllactiniacorylea菌は初め

被子器の上竿部に特別在る附着訴を生ずるものにして其群生の朕或は粘質fとする

の黙に於て柳か本菌附属器に類似すると錐も彼の菌の被子器は熟後頭足其慮を異

にし反轄して寄主植物に附着するの特性を有し且つ其附着綜は柄細胞と多数の菌

総状分枝とを有する黙に於て金〈本菌と異なる性質を具ムるものだ bとす。

最後に本稿を股するに常b設に原氏の好意を深謝す。

（大正三年十二月稿）
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圃 解

第一国 被子器上面闇 (4×A A) 

第二闘 被子器横面圃 ，， ) 

第三園 被子器縦断面園 (2×D D) 

第四国 F付属器の諸形 (4×D D) 

第五園 子嚢及び子嚢胞子 (2×D D) 


